
令和５年度　佐世保市立中里小学校

　

補　充 深　化 統　合

各教科の指導目標

望ましい集団活動を通して，心身

の調和のとれた発達と個性の伸長

を図り，集団の一員としてよりよ

い生活や人間関係を築こうとする

自主的，実践的な態度を育てると

ともに，自己の生き方についての

考えを深め，自己を生かす能力を

養う。

　学校の創意工夫を生かし

た横断的・総合的な学習や

児童の興味・関心等に基づ

く学習などを通じて，自ら

課題を見つけ，自ら学び，

自ら考え，主体的に判断

し，よりよく問題を解決す

る資質や能力を育てる。ま

た，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や

探求活動に主体的，創造的

に取り組む態度を育て，自

己の生き方を考えることが

できるようにする。

一人一人を尊重しながら，各教科

の目標の達成を図る学習指導の改

善に努め，児童の学習意欲や，助

け合い

の態度を育て表現力を伸ばす。

道徳教育全体計画

・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

・学習指導要領

・県市教育方針・目標

・教育関係諸法規等

＜学校教育目標＞

   夢をもち、みんなと共に生きる子どもの育成

中里仲良し（共に学び、共に育つ）

・現代社会の要請

・教師，保護者の願い

・家庭，地域社会の実態

・児童の実態

・生命のかけがえのないことを知り，生命を大切

にする。

・だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立

場に立って親切にする。

・互いに信頼し，学び合って友情を深め，友達と

協力して助け合う。

・約束や社会のきまりを守って公徳を大切にす

る。

・うそやごまかしをせず，明るい心で生活する。

・正しいことは勇気をもって行い，正義の実現に

務める。

・すすんで働き，社会や公共のために尽くそうと

する。

特別活動における道徳教育の重点

（学級活動）学校生活や学級生活

への適応に関する指導を通して，

道徳的判断力，態度，実践力の定

着力を図る。

（児童会活動）児童の自発的自治

的な実践活動を通して望ましい道

徳的態度や実践意欲を育てる。

（クラブ活動）他学年との活動を

通して，お互いを思いやり協力し

てよりよい活動を行おうとする態

度を育てる。

（学校行事）行事への参加を通し

て，集団生活における個のあり方

協力，責任，勤労などの重要性を

体得する。

＜重点努力目標＞

思いやりの心を持ち、志に向かって努力する子どもの育成

特別活動の目標 道徳教育の重点目標 総合的な学習の指導目標

学　年 の　重　点

高

学

年

Ｄー（１９）生命尊重

Ｂー（７）　思いやり親切

Ｂ－（１１）相互理解、寛容

A－（３）　節度、節制

Ｃ－（１６）よりよい学校生活

　　　　　　集団生活の充実

道徳の時間の指導方針

その他の教育活動における道徳教

育の重点

環境整備の重点

給食，清掃，休み時間等の活動を

通して，集団の一員として望まし

い生活習慣や道徳的態度を育て

る。

 佐世保特別支援学校との交流活動

を通して，お互いを認め励まし合

うようなよりよい人間を築いてい

こうとする態度を育てる。

内　　　容

Dー（１７）生命の尊さ

Ｂー（６）　親切、思いやり

Ｂ－（９）　友情、信頼

A－（３）　節度、節制

Ｃ－（１０）規則の尊重

Ｄー（１８）生命の尊さ

Ｂー（６）　親切、思いやり

Ｂ－（９）　友情、信頼

A－（３）　節度、節制

Ｃ－（１０）規則の尊重

低

学

年

中

学

年

各教科における道徳教育の重点

国語）文学的作品などの読解を通

して道徳的心情を養い，よく聞い

たり考えたりする活動の中で，ね

ばり強くやりぬく態度や相手を尊

重する態度を育てる。

社会）社会を構成する人々の働き

を知らせ，共感的理解を深める。

算数）日常の事象を自主的・合理

的にとらえ，見通しや筋道をたて

て考え処理する能力と態度を育て

る。

理科）自ら問題解決しようとする

態度を育てるとともに，自然を愛

する豊かな心情を養う。

生活）さまざまな体験活動を通し

て自ら考え，判断し，実践してい

こうとする態度を育てる。

音楽）合唱合奏及び鑑賞の学習を

通して音楽の楽しさを感じ取る心

を育てるとともに，主体的，意欲

的に表現活動に取り組み，やり遂

げる態度を育てる。

図工）造形活動を通して，自分で

考えねばり強くつくりあげ，作品

を大切にすることから，芸術や文

化を愛する心を養う。

家庭）家庭の一員として，よりよ

い家庭生活を築こうとする実践的

な態度を育てる。

体育）安全に気をつけ，自分の体

力に適した目標に向かい，ねばり

強くやりぬく態度を育てる。

生徒指導の重点

総合的な学習における道徳

教育の重点

　国際理解，情報，環境，

福祉健康などの現代社会の

課題や児童の興味・関心に

基づく課題，地域や学校の

特色に応じた課題に取り組

む学習を通して，自分の生

き方を探求しようとする態

度を育てる。

　様々な事象に向き合い，

様々な人々とふれ合って学

習するなかで，自分自身を

見つめ，互いに認め合い，

高め合うことの意義に気づ

くとともに，自分なりの価

値観を育てていこうとする

態度を育てる。

外国語活動における道 徳教

育の重点

学　級　経　営

　道徳年間指導計画に基づいて計 画的，意図的な

指導を行うことに よって，道徳的心情・判断力・

態度・意欲の向上を図り，道徳的実践力を育成す

る。

外国の文化に親しむことを

通して，外国の人々と望ま

しい人間関係を築いていく

基礎を養う。

・友達一人一人を大切にしようとする態度を

育てる。

・基本的生活態度の育成を図る。

・学校生活のきまりの実践化を図る

・ステップアップ生活目標による重点指導を

図る。

総合単元的な道徳学習

　学校内に子どもの道徳性を芽生

えさせ育んでいくための環境づく

りを図る。

家庭・地域社会との連携

・地域活動への参加により，体験

的活動をすすめる。

・基本的行動様式の指導を協力し

て行う。

・参観日に「道徳の時間」をもち

理解を深める。
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